
 

 

１．取組の目的

我が国の持続的な発展を図る上で、活力の源泉である地域の活力の向上が不可欠であ

り、意欲のある地域の活性化に向けて、民間と公共が連携した地域発意の計画に基づき、

広域的な経済活動等を支える基盤整備と地域づくりに対するソフト面での支援等を一体

的に促進するための地方の自主性と裁量性の高い財政支援制度により、地域の知恵と工

夫を引き出し、広域的地域活性化を図ることを目的とする。

２．広域的地域活性化のための基盤整備に関する法律（平成１９年法律第５２号）

（１） 目的

広域的地域活性化のための基盤整備に関する法律（以下、「広活法」という。）は、

我が国の人口構造の変化、経済社会生活圏の広域化、国際化の進展等の経済社会情勢の

変化に伴い、全国各地域において広域にわたる活発な人の往来又は物資の流通を通じた

地域活性化（「広域的地域活性化」）を図ることが重要となっていることにかんがみ、

広域的地域活性化のための基盤整備を推進するため、国土交通大臣が基本方針を策定し、

都道府県が作成する広域的地域活性化基盤整備計画（以下、「広域活性化計画」という。）

に基づく民間拠点施設整備事業計画の認定及び拠点施設関連基盤施設整備事業その他の

事業又は事務の実施に要する経費に充てるための交付金の交付等の措置を講ずることを

目的とする。

（２） 基本方針

国土交通大臣は、広域的地域活性化のための基盤整備に関する基本的方向、拠点施設

の選定及び重点地区の設定に関する基本的事項、拠点施設関連基盤施設整備事業に関す

る基本的事項、関連する広域的特定活動の促進に関する施策との連携に関する基本的事

項、広域的地域活性化のための基盤整備に係る都道府県間その他の関係者間における連

携及び協力に関する基本的事項、広域活性化計画の作成に関する基本的事項やその他広

域的地域活性化のための基盤整備に関する重要事項からなる基本方針を定める。

（３） 広域的地域活性化基盤整備計画 

都道府県は、基本方針に基づき、広域的地域活性化のために必要となる経済活動等の

拠点となる施設やこれと関連する基盤整備事業や基盤整備事業と一体となってその効果

を一層高めるための必要な事業等を記載した広域活性化計画を作成し、国土交通大臣に

提出する。 

国土交通大臣は、都道府県が作成した広域活性化計画に基づく事業等の実施に要する

経費に充てるため、予算の範囲内で年度ごとに当該都道府県に対し交付金を交付する。

（４） （一財）民間都市開発推進機構による支援制度

広域活性化計画に記載された重点地区の区域における拠点施設の整備に関する事業で

あって、当該事業を施行する土地の区域の面積が一定規模以上の拠点施設整備事業を施

行しようとする民間事業者は、当該拠点施設整備事業に関する計画（民間拠点施設整備

事業計画）を作成し、国土交通大臣の認定を申請することができ、国土交通大臣が、基



準に適合すると認めるときは、その認定をすることができる。

（一財）民間都市開発推進機構は、大臣認定を受けた事業を行う民間事業者に対し、

当該事業の施行に要する費用の一部について出資等の方法による支援、必要な助言、あ

っせんその他の援助等を行う。

３．社会資本整備総合交付金「広域連携事業」について

（１） 目的

  複数都道府県が連携・協力して取り組む都道府県を越える広域での観光や物流の広域

的地域活性化を図ることが重要となっていることにかんがみ、広域的地域活性化のため

の基盤整備等を総合的に推進し、地域社会の自立的な発展並びに国民経済の健全な発展

に寄与。

（２） 概要

 交付対象：都道府県（市町村等への間接交付も可）

対象事業：複数都道府県が連携して作成する広域活性化計画（社会資本総合整備計画

に記載）に基づく基盤整備事業等

①基幹事業：広域的特定活動※１を推進するために必要な基盤整備事業（都道府県が

自ら実施する道路、鉄道、空港、港湾、公園、下水道、河川、住宅、

土地区画整理事業、市街地再開発事業）及び広活法提案事業※２

※１ 域外の広域からの来訪者を増加させたり、広域にわたる物資の流通を促進

する効果の高い、主として民間によって展開される広域的な地域活性化に

寄与する活動

※２ 広活法第２条第３項で定める拠点施設関連基盤施設整備事業と一体とな

ってその効果を一層高めるために必要な事業又は事務

（例：検討調査、社会実験、標識整備等）

下記「③効果促進事業」とあわせて全体事業費の 以内

②関連社会資本整備事業：計画の目標を実現するため、基幹事業と一体的に実施す

ることが必要な社会資本整備事業

③効果促進事業：計画の目標を実現するため、基幹事業と一体となってその効果を

一層高めるために必要な事業等

※広活法提案事業を実施することができるため、実施不可

④社会資本整備円滑化地籍整備事業：計画の目標を実現するため、基幹事業に先行

し、又は併せて実施する国土調査法第６条の

４第１項に規定する地籍調査であって、社会

資本整備の円滑化に資するもの

交付期間：３～５年程度

交付率 ：①基幹事業＝最大４５％

     ②③④関連事業＝個別の法令に規定がある場合以外は

その他 ：・計画全体をパッケージで採択

・計画内の他事業に国費の流用可

・法律で補助事業となっている事業とは異なり、年度間でも国費率の調整可

・都道府県自らが目標を設定し、事後評価・公表
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